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第５号議案 

 

役員推薦委員会の設置（案） 

 

１ 改選の手続き 

   役員改選を迎える年の冬の評議員会で、役員候補者名簿を作成する「役員推薦委員会」

を設置して委員を選任し、役員推薦委員会で作成された名簿を総会に諮って改選を行

っている。 

   そのため、自治体学会規約第１４条３項に基づき、役員推薦委員会を設置する。 

 

２ ２０２０年役員推薦委員会の設置方針 

（１） 基本的事項 

 ○委員会の任務 

   「役員候補者名簿」の作成、総会への名簿提出 

   ・地域選出評議員（主に各地域に於いて活動する者）３０人 

   ・全国選出評議員（主に地域を限定せず活動する者）２０人 

   ・監事    ２人 

 

 ○委員会の設置期間 

   ２０２０年３月の評議員会から、２０２０年１０月の総会まで。 

 

（２） 役員推薦委員会委員候補者 

         （敬称略） 

委員長  中川幾郎   （帝塚山大学名誉教授） 

委員   青山 崇   （多治見市文化振興事業団）    

委員   岩﨑 忠   （高崎経済大学） 

委員   椎名喜予   （佐原商工会議所） 

委員   内藤恒平   （ヨコハマ・パトナの会、法政大学兼任講師） 

委員   昼間守仁   （元小平市副市長） 

委員   矢島真知子  （元横須賀市議会議員） 

委員   矢野由美子  （東北自治体学会） 

委員   山﨑 要   （倉敷市総合福祉事業団） 
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＜参考資料＞ 

 

（１） 役員推薦員会への要請事項 

  ○役員推薦に係る推薦基準及び手続きに関して、説得力ある基準と学会員に開かれた

公正中立な手続きを心がけていただきたい。 

  ○自薦や他薦を含めて推薦いただきたい。 

  ○公募については、主な活動分野、活動地域、学会活動の経験等を書いてもらうフォー

マット等を作って公募していただきたい。 

  ○現評議員で候補者名簿に登載を希望する者は、自薦にて応募するようにしていただ

きたい。 

  ○研究者は、研究分野を考える必要がある。参考例。 

      人文・社会科学分野     行政学  行財政法・制度 

      生命科学分野        福祉、教育、文化、環境 

      理学・工学分野       まちづくり、都市計画、土木 

  ○評議員の継続性と流動性に配慮しつつ、学会運営の円滑化と学会活動の活性化に資

する候補者を選定していただきたい。このために、目安として次の指標に留意いただ

きたい。 

      女性比率、新規比率 

      公務員・研究者等・市民の割合 

 

                                    以上 

 


